
令和７年７⽉16⽇(⽔)
保⼟ケ⾕区役所総務課

危機管理・地域防災担当係⻑板倉

地域⽀えあい研修



はじめに

政府の地震調査委員会の報告によると
横浜市が今後30年間に震度６弱以上の揺れ
に⾒舞われる確率は・・・ 38％

横浜市の地震被害想定（元禄型）による
震度分布では保⼟ケ⾕区内は震度６強また
は震度６弱の地域が⼤部分を占める。
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想定震度
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地震被害想定マップ
（元禄型関東地震）

『わいわい防災マップ』
①想定震度
②液状化危険度
③焼失棟数

を確認できます。

H24年度の想定
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被害想定①
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●地震想定：元禄型関東地震 冬 18時（平⽇） ⾵速6m/s

●⼈的被害：死者 170⼈ 負傷者 1,199⼈ 重傷者 143⼈
（建物倒壊、急傾斜地崩壊、⽕災による被害の合計）

●建物被害：揺れによる 全半壊 計9058棟
液状化による 全半壊 計54棟
急傾斜地崩壊による 全半壊 計44棟
⽕災による消失棟数 計3,753棟



被害想定②

6

●ライフライン施設被害
上⽔ ：断⽔率 19.7% 17,808世帯
下⽔ ：被害率 4.37% 3,953世帯
電⼒ ：被害率 13.7% 12,414世帯
都市ガス：被害率 100％ 76,495世帯

●全世帯復旧⽬安（参照：内閣府防災情報（⾸都直下地震想定））

上⽔ ：30⽇
下⽔ ：上⽔が復旧次第確認
電⼒ ：６⽇
都市ガス：55⽇



被害想定③
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●避難者数(18時)
区名 項⽬ １⽇後 ４⽇後 1か⽉後

保⼟ケ⾕区 避難者数 30,066⼈ 26,842⼈ 18,601⼈
避難所⽣活者数 − 17,447⼈ 12,091⼈

上段：任意の避難先(親せき宅等)などを含む、総避難者数
下段：地域防災拠点、福祉避難所など公的避難場所への避難者数
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避難⾏動①

地域防災拠点の
スペースは限られている

⽇常に近い⽣活
①プライバシーの確保
②スペースの確保

③好みのあった備蓄品
救援物資等は地域防災拠点で受取り

（運営のお⼿伝い必要）

外へ
避難検討

まずは
在宅避難

を検討
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避難⾏動②
落ち着くまでの

様⼦⾒

⽕災から逃げる場所

任意の避難場所
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避難⾏動③

自宅倒壊など

・在宅避難者も物資などを受け取れる
（要運営協⼒）

・地域住⺠が主体となって運営する

保健師等が要否を判断
＠地域防災拠点
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情報伝達
地域防災拠点 ウェブサイト

SNS
テレビ
マスコミ

避難所個別の情報
・避難者数
・地域の被害
・⽀援詳細

給⽔⾞スケジュール

ごみ収集スケジュール

災害全般

個別ライフライン
被害・復旧

⽀援
（物資、ボランティア等)

区内全体の情報
・避難者数
・区内被害
・避難所開設状況

全体ライフライン
被害・復旧

⼤きな⽀援
（⾃衛隊等）

安否情報

気象情報

交通情報
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公助（区災害対策本部組織）
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●庶務班：総務課
区本部全体の運営、調整に関すること

●医療調整班：福祉保健課
医療救護隊、保健活動グループと連携
医療、保健衛⽣等に関すること

●援護班：⾼齢・障害⽀援課
要援護者⽀援、福祉避難所等に関すること
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福祉避難所

●⾏政による⽀援
・応急備蓄物資の配布（要申請）
・災害時優先携帯電話（要援護者の受⼊れ、物資の要請などの連絡）
・福祉避難所情報共有システム（区本部との連絡調整⽤システム）
・緊急通⾏⾞両（福祉避難所への⼈員や物資の輸送等に使⽤）
・福祉避難所連絡会（年１〜２回、区内福祉避難所の情報交換等）

●概要
地域防災拠点での⽣活が困難と判断された⽅のための⼆次的な避難所

地域防災拠点にいる要援護者等から
保健師等が判断した⼈を受け⼊れる。

⾼齢者施設
障害者施設
地域ケアプラザなど

協定締結事業者が開設
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地震防災戦略
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参考：在宅避難リーフレット

保⼟ケ⾕区在宅避難リーフレット
①⾷料や⽇⽤品などの備蓄品や⽬安量
②家具の固定など家庭内での安全対策

など

⾃宅や周辺に危険がない場合、
⾃宅でストレスの少ない避難⽣活を送る
「在宅避難」を検討しよう！
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洪⽔ハザードマップ

『わいわい防災マップ』

２つの河川に沿って、
浸⽔想定区域が広がっています。
〇帷⼦川
〇今井川

想定条件：24時間で390㎜
市内最⼤24時間降⽔量：306.5㎜(2014/10/5)

参考：⾵⽔害洪⽔
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内⽔ハザードマップ

①２つの河川に沿って、
浸⽔想定区域が広がっています。

〇帷⼦川
〇今井川
②区内全体の周辺より低い⼟地に
浸⽔想定区域が広がっています。

想定条件：１時間で153㎜
市内最⼤１時間降⽔量：92.0㎜(1998/7/30)

『わいわい防災マップ』
※内⽔は想定浸⽔深の詳細確認可能

参考：⾵⽔害内⽔
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⾼潮ハザードマップ

主に帷⼦川に沿って、
浸⽔想定区域が広がっています。

想定条件：国内観測史上最強クラスの台⾵
①中⼼気圧：910hPa（室⼾台⾵）
②暴⾵半径：75㎞（伊勢湾台⾵）

③移動速度：73㎞/h（伊勢湾台⾵）

『わいわい防災マップ』

参考：⾵⽔害⾼潮
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⼟砂災害警戒区域
⼟砂災害特別警戒区域

『わいわい防災マップ』

崖崩れが発⽣した場合に、
周辺住⺠に被害をもたらすおそれのある区域

⼀部対象区域では、
⼟砂災害警戒情報の発表で
避難指⽰が発令されます。

参考：⾵⽔害⼟砂災害


